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編 集 後 記

最近の日本学術会議において 「科学者生活白薔」が公表せられて,学 者の経済生活がいかに窮

乏しているかが世間の注 目を浴びたが.今 頃になつて問題になるのは遅過ぎる位だ。学者もさる

事ながら勤務医の待遇も何とかならぬであろうか.厚 生省が近頃国公社立病院及び民間病院の勤

務医給与を調査したところによると,先 ず国公社の初任給は最高は国鉄の18,900円,最 低は造幣

の12,000円 である.医 師になるための年数,修 業,仕 事の内容等を考えると決して良い待遇とは

云えない.次 に公務員医師と民間勤務医との給与比較を見ると,院 長で公務員5万5千 円,民 間

7万7千 円,医 長で3万5千 円と4万5千 円,医 員で2万2千 円と2万9千 円,こ れを平均する

と公務員3万 円,民 間4万 円となる.こ れによると民間にても決して高いとは云えないが,公 務

員にては更に1万 円程度低い 医師は単なる公務員や俸給者と同一に視られるぺきではなく.別

の基準によつて待遇せられるべきである.大 学,イ ンターン,国 家試験を終えてから半年間程医

局に居 り,次 で地方の公立病院に赴任する.そ こで3年 間程動務する,そ の間に子供が2人 程出

来 る.俸 給は生活を維持するのにギリギ リである.大 学研究室に帰りたいが,そ の研究期問には

4,5年 を必要とし,そ の間の生計を立てるべき余裕は全 くない 未来を思 うと途方に暮れざる

を得ない.希 望を以て医学修業の道に入つたのに,こ のような失望に立ち到つた次第である。こ

.れは医師だけではなく,国 民医療にとつて極めて重大事である.ど うしたらよいか 勤務医が本

当に立ち上らねばならぬ.勤 務医や学老の中にも比較的ぬくぬくとして居て,こ んな問題には冷

淡な者やこんな事を云 うのを卑しいとする者もあろうが,そ れは間違つている.そ んな人達も一

緒に考えるべきだ.

開業医も近頃は楽ではないと聞いているが開業医よりも勤務医が著しく貧困であると云 う状態

があるとすれぽ,そ れは間違つている.医 者である以上は,た とえ勤務医であつても或程度の余

裕ある待遇を受けねぽならぬ.病 院が何 とか経営しているのは医師の数を少 くし,給 与を低くし

ているためではなかろうか.そ れには保険経済の事もあろうが,結 局は政治に連なるものであろ

う。そこでPt・・tキード1機 が5億 円とい う事を思 うことになる(昭 和34年12月)
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